
10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（図 1）高齢者人口の推移と推計
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（図2）要介護・要支援認定者数の推移と推計

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
7年度

令和
12年度

令和
17年度

令和
22年度
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※各年度9月末時点の実績値または推計値で、第2号被保険者（40～64歳）は含まない。
■ 認定者数　　　 認定率
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（図3）介護サービス給付費の推移と推計
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※令和2年度以降は推計値。

　
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
と
は
、
老
人
福
祉
法
お
よ
び
介
護
保
険

法
に
基
づ
き
、
向
こ
う
３
年
間
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
や
そ
の
確
保
策
の
ほ

か
、
市
が
実
施
す
る
高
齢
者
福
祉
施
策
の

目
標
等
を
示
す
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
第
7
期
計
画
期
間
（
平
成
30

年
度
～
令
和
２
年
度
）
の
満
了
に
伴
い
、

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
8
期
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
人
口
は
全
体
と
し
て
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
高
齢
者
人
口
は
増
加

を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
団
塊
の
世
代

※
１
全
て
が
75
歳
以
上
と
な
る
令
和
7
年
、

さ
ら
に
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
※
2
が
65

歳
以
上
と
な
る
令
和
22
年
に
向
け
、
高
齢

者
人
口
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
介
護
ニ
ー
ズ

の
高
い
85
歳
以
上
人
口
が
急
増
す
る
も
の

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
要
介

護
・
要
支
援
認
定
者
数
も
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
、
後
期
高
齢
者
人

口
、
特
に
85
歳
以
上
の
人
口
が
増
加
す
る

見
通
し
で
あ
り
、
認
定
率
【
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
に
占
め
る
要
介

護
・
要
支
援
認
定
者
数
の
割
合
】
は
令
和

７
年
度
に
は
17
・
2
％
、
令
和
22
年
度
に

は
20
・
8
％
に
ま
で
上
昇
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
介
護
ニ
ー
ズ
の
高
い
85
歳
以
上
人
口
の

増
加
の
ほ
か
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
夫
婦
世
帯
の
増
加
の
影
響
を
受
け
て

介
護
給
付
費
は
さ
ら
に
伸
び
て
い
く
も
の

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

東
御
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

　
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
３
～
５
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た

高
齢
者
の
現
状
と
将
来
の
見
通
し

◆
高
齢
者
人
口

　「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
介
護
が
必
要
な

ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
、
体
や
頭
・
心
が

弱
っ
て
き
て
い
る
状
態
で
す
。
市
が
令
和

元
年
度
に
実
施
し
た
「
高
齢
者
の
生
活
・

介
護
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
以
下
実
態

調
査
）
に
お
い
て
は
、「
フ
レ
イ
ル
」
と

い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
人
は
３
人
に
１

人
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
は
、
早
い
段
階
で
対
応
す
れ

ば
予
防
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
に
は
、
週
１
回
程
度
の
定
期
的
な
外

◆
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

計
画
期
間
中
の
主
な
施
策

◆
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の

　
推
進

※
1
：
１
９
４
７
年
～
１
９
４
９
年
に
生
ま
れ
た
世
代

※
2
：
１
９
７
１
年
～
１
９
７
４
年
に
生
ま
れ
た
世
代
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併
せ
て
、
医
療
と
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
一
体
的
に
提
供
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
在
宅
で
の
生

活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
な
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
市
民
へ
の
普
及
啓
発
を
推
進

し
ま
す
。（
図
４
）

出
や
運
動
が
効
果
的
な
た
め
、「
高
齢
者

が
歩
い
て
い
け
る
身
近
な
場
所
で
の
主
体

的
・
自
主
的
な
通
い
の
場
」
が
増
え
る
た

め
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
の
力
で
活
動
的
な
生
涯

を
送
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

応
じ
た
予
防
活
動
の
提
案
や
、
高
齢
者
自

身
が
積
極
的
に
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
活

動
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
を
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
元
気
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

実
態
調
査
で
は
、「
自
宅
で
可
能
な
限
り

過
ご
し
た
い
」、「
人
生
の
最
期
は
自
宅
で

迎
え
た
い
」
と
多
く
の
人
が
望
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
家
族
に
は
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
か
ら
」、「
自
宅
で
は
、
緊

急
時
の
対
応
面
で
不
安
だ
か
ら
」
な
ど
の

想
い
か
ら
、
実
際
に
は
施
設
入
居
を
希
望

す
る
方
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
を
考
え
る

と
、「
在
宅
生
活
を
送
る
高
齢
者
を
い
か

に
地
域
全
体
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
」
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、こ
れ
ま
で
の
認
知
症
の
予
防
・

早
期
発
見
・
早
期
受
診
の
取
り
組
み
、
理

解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
、
本

人
が
自
身
の
能
力
を
活
か
し
て
社
会
参
加

で
き
る
場
づ
く
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

ほ
か
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

地
域
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ

る
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し

て
、
医
療
機
関
と
介
護
事
業
所
の
連
携
を

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

補
助
補
完
す
る
機
能
を
擁
し
た
「
医
療
と

介
護
の
総
合
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
医
療
職
を
増

員
し
て
、
市
内
外
の
医
療
機
関
や
介
護
施

設
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
、
在
宅
で
の

安
心
し
た
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
医
療
」

と
「
介
護
」
の
相
談
を
包
括
的
に
受
け
付

け
、
市
民
の
在
宅
生
活
に
お
け
る
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

認知症初期
集中支援チーム

医療と介護と予防の相談を包
括的に受け付ける「総合相談窓
口」の設置
ネットワークにつながっていな
い高齢者の架け橋

本人

介護
関係者

医療
関係者

家族
認知症

地域支援
推進員

社協
等

地域の
人材

地域包括
支援

センター

友人
近所

生活支援
コーディ
ネーター

民生児童
委員

地域
づくりの

会

商店
等

連携

• 地域ケア推進会議
• 生活支援協議体
• 多職種連携会議 等

目指す
支援体制
づくり

権利擁護の
推進

（図 4）【東御市地域包括ケアシステム】～あなたの不安を安心に～

本人を支える
ネットワークの深化

小学校区単位の地域づくり

病気になったら
医療サービス

助けが必要なら
介護サービス

市内外の医療期間
の連携による在宅
診療等を含めた医
療の提供

本人と家族が望む
暮らしを支える介護
の提供

役割（活動）とつながり（支え合
い）を大切にした時間と空間

できるだけ
元気でいる

互いに
支えあう

一人ひとりの役割と
つながりを大切にし
た場

本人（自助）地域（共
助）の力を活用した
生活支援サービス
の構築

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
・
機
能
強
化

「
医
療
と
介
護
の

総
合
相
談
窓
口
」
を
設
置
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令
和
22
年
ま
で
を
見
据
え
た
中
長
期
的

な
視
点
に
立
ち
、
地
域
に
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
を
段
階
的
に
進

め
、
将
来
想
定
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
需

要
の
さ
ら
な
る
増
加
・
多
様
化
に
備
え
ま

す
。

　
迅
速
・
的
確
な
避
難
行
動
が
難
し
く
、

感
染
症
へ
の
抵
抗
力
も
弱
い
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
昨
今
の
大
規
模
災
害
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
大
き

な
脅
威
で
す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
事

前
の
備
え
の
充
実
や
事
業
者
の
対
応
力
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
第
８
期
の
介
護
給
付
費
の
見
込
額
等
を

基
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
向
こ
う
３
年
間

の
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
介

護
保
険
料
を
下
表
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　
低
所
得
者
の
負
担
に
配
慮
し
、
被
保
険

者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料
と
す
る

た
め
、
第
７
期
で
は
保
険
料
段
階
を
11
段

階
に
設
定
し
ま
し
た
が
、
第
８
期
で
も
こ

れ
を
維
持
し
、
基
準
額
も
据
え
置
い
て
第

７
期
と
同
額
と
し
ま
し
た
。

第 8 期介護保険料

所得段階 対　　象　　者 保険料（年額）

第 1 段階
◦生活保護受給者
◦世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている方
　または前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の方

20,000 円

第 2 段階
◦世帯全員が住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円超 120 万円以下の方 33,300 円

第 3 段階
◦世帯全員が住民税非課税で、
　第１段階から第２段階に該当しない方 46,700 円

第 4 段階
◦世帯のどなたかに住民税が課税されているが、ご本人は住民税非課税で

前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の方 60,000 円

第 5 段階
（基準額）

◦世帯のどなたかに住民税が課税されているが、ご本人は住民税非課税で
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円を超える方 66,600 円

第 6 段階
◦ご本人が住民税課税で、
　前年の合計所得金額が 120 万円未満の方 83,300 円

第 7 段階
◦ご本人が住民税課税で、
　前年の合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の方 89,900 円

第 8 段階
◦ご本人が住民税課税で、
　前年の合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の方 106,600 円

第 9 段階
◦ご本人が住民税課税で、
　前年の合計所得金額が 320 万円以上 400 万円未満の方 116,600 円

第10段階
◦ご本人が住民税課税で、
　前年の合計所得金額が 400 万円以上 600 万円未満の方 123,200 円

第11段階
◦ご本人が住民税課税で、
　前年の合計所得金額が 600 万円以上の方 129,900 円

※第１～３段階の保険料は、消費税引き上げ分を財源とした公費を投入し、負担軽減を行った場合のものです。

第
８
期
介
護
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

　
災
害
・
感
染
症
対
策

◆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

　
基
盤
整
備
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3
月
13
日
（
土
）、
東
御
市
民
間
介
護
・

福
祉
事
業
所
連
絡
会
と
市
の
主
催
で
地
域

包
括
ケ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
東
御
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
携
わ
る
人
が
、
深
化
の
た
め
に

ど
う
し
て
い
く
か
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
当

日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、参
加
者
を
限
定
し
、後
日
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
会
員
と
市
民
の
方

に
見
て
い
た
だ
く
形
で
の
研
修
会
で
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
医
療
法
人
「
緑
風

会
」
太お

お

田た

篤あ
つ

子こ

理
事
長
、
社
会
福
祉
法
人

「
ち
い
さ
が
た
福
祉
会
」
茅ち

野の

隆た
か

徳の
り

常
務

理
事
・
総
合
施
設
長
、社
会
福
祉
法
人
「
み

ま
き
福
祉
会
」
翠

み
ど
り
か
わ川
昌ま

さ

博ひ
ろ

常
務
理
事
・
事

務
局
長
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
御
市
民
間
介
護
・
福
祉
事
業
所
連
絡

会
は
、
２
０
１
１
年
4
月
に
発
足
。
発
足

当
時
は
東
日
本
大
震
災
直
後
で
、
会
と
し

て
復
興
支
援
に
取
り
組
み
、
当
時
訪
れ
た

施
設
と
は
現
在
で
も
交
流
は
続
い
て
い
ま

す
。
友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大
田
区
の

福
祉
事
業
所
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
も
、
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
、
市
民
祭
り
に
２
５
０
人

と
い
う
一
番
大
き
な
連
を
作
っ
て
参
加
し

た
り
と
、
楽
し
く
交
流
を
し
な
が
ら
一
緒

に
学
び
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

介護・福祉に関係する相談窓口

●問い合わせ先　福祉課　高齢者係　☎75 －5090 ／ 地域包括支援係　☎64 －5000

地
域
包
括
ケ
ア
研
修
会

「
民
間
介
護
・
福
祉
事
業
所
連
絡
会

10
周
年
　
立
ち
上
げ
か
ら
の
歩
み
と

今
後
へ
の
期
待
」

い
う
と
き
に
市
民
の
方
の
た
め
に
連
携
を

し
助
け
合
い
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
し
て
き
た
10
年
間
の
歴
史
を
語
り
あ
い

ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
今
後
へ
の
期
待
と

し
て
、「
自
分
た
ち
が
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
深
化
に
お
い
て
は
連
絡
会
の
つ
な
が
り

の
深
化
が
求
め
ら
れ
る
。」、「
施
設
間
で

連
携
し
あ
い
な
が
ら
利
用
者
を
支
え
る
、

東
御
市
の
人
た
ち
が
幸
せ
に
な
れ
る
こ
と

を
考
え
る
、
や
さ
し
い
福
祉
を
目
指
す
連

絡
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」、「
誰
か
の
支

援
が
必
要
な
と
き
に
、
近
く
に
い
る
み
ん

な
で
支
え
あ
え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
が
で

き
れ
ば
東
御
市
民
は
心
配
せ
ず
に
暮
ら
し

て
い
か
れ
る
。
自
分
や
家
族
も
支
援
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

東
御
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作

り
あ
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
意
見

が
あ
り
、
次
に
つ
な
が
っ
て
い
く
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

事業所名 住　　所 電話番号
笑明日相談支援室 八重原 2418-12 0 2 6 8 - 7 1 - 0 6 3 0
介護サービス　ほっとスマイル 和 822-1 0 2 6 8 - 6 2 - 5 1 8 6
介護支援センター　ゆとり 祢津 337-13 0 2 6 8 - 6 1 - 0 0 0 8
介護・障がい何んでも相談室　 田中 185 -2 0 2 6 8 - 6 3 - 0 0 6 3
居宅介護支援事業所　心おもい 常田 220-1 0 8 0 - 4 7 3 6 - 3 8 8 7
ケアサポート　あいわ 海善寺 1100 0 2 6 8 - 7 5 - 9 7 7 1
ケアポートみまき　マネージメントセンター 布下 6-1 0 2 6 8 - 6 1 - 6 1 2 5
社会福祉法人　東御市社会福祉協議会 鞍掛 197 0 2 6 8 - 6 2 - 5 3 3 3
しらかば　居宅介護支援事業所 鞍掛 610-2 0 2 6 8 - 6 1 - 0 2 0 2
生活介護施設　ひまわりの丘 布下 617-1 0 2 6 8 -7 1 - 5 4 8 1
相談室　ひといき 下之城 748 0 2 6 8 - 7 1 - 0 8 7 5
デイサービスセンター　リハビリ処東御 和 2571 0 2 6 8 - 6 4 - 5 1 8 5
東御市地域包括支援センター 鞍掛 197 0 2 6 8 - 6 4 - 5 0 0 0
ニチイケアセンターとうみ 加沢 1174-2 0 2 6 8 - 6 1 - 0 1 8 0
普通の暮らし研究所　宅幼老所　岩井屋 田中 220 0 2 6 8 - 6 4 - 1 4 3 9
リハビリサロン夢里逢 常田 493-1 0 2 6 8 - 8 4 - 1 5 1 8
ユニバーサルワークセンターみまき 布下 6-1 0 2 6 8 - 4 0 - 9 0 2 3

　東御市内の介護・福祉に関係する相談窓口です。抱え込まず、どこへでも、まずはお気軽にご相談ください。
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